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1868年、戊辰戦争における新
政府軍の会津征討において、
西園寺は越後口総督府の大参
謀に任命された。西園寺の役
割は錦旗を掲げて官軍の権威
を示すことで、直接部隊を指揮

することではなかった。なぜなら、官軍は各藩の兵で成り
立っており、藩を超えた朝廷の権威で部隊の調和を保つ必
要があったからだ。しかし、越後口での長岡藩との戦いは
苦戦し、西園寺も新しく手に入れた鉄砲を使った長岡藩兵
の激しい銃撃の中で、何度も危険を冒し、自ら銃を取っ
て戦った。

戦場で
銃撃戦
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二・二六事件は、西園寺
が恐れていた過激な「国体
観 念」の爆発だった。事
件の第一報を聞いたとき、
静岡の興津にいた秘書の 

中川小十郎は、西園寺を
車に乗せてすぐ静岡県警
察部長官舎に避難させた。
しかし西園寺は逃げ隠れ
するのを嫌い、一晩だけ泊
まって興津の坐漁荘（西園
寺の別 荘）に戻った。美
食家の西園寺は、警察部長
官舎に避難したときに料
亭「佐乃春」の食事を注文
し、秘密に運ばせていたと
いう。

命が狙われる中、
料亭より
食事を運ばせる
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私たちは何ものか。
どこから来てどこへ行くのか。
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│エピソードで知る西園寺公望│



伊藤の立憲政友会創立に協力し、伊藤の後
を承けて同党総裁に就任するなど、西園寺と
伊藤は政治構想において深く通じるものが
あった。本史料は、伊藤博文がハルビンで安
重根に暗殺された直
後、西園寺が追悼
の意を込めて記
した句であり、
両者の深い関
係性 がうかが
える。

伊藤博文追悼の句
1909年

井上毅は自身の思想を、梧陰存稿としてまとめあげた。西園寺により書き込まれた内
容は、井上の知識不足や論理矛盾を鋭く指摘するもので、西園寺が井上の思想に批
判的であったことがうかがえる。井上は梧陰存稿で、中国古代の周の文王の統治をし
て、自由主義と社会主義の政治が始まっ
たとする見解を示していた。それに対
して西園寺は「自由主義、社会主義トハ
如何ナルモノナルヤ解セサルニ似タリ」

（現代訳：自由主義と社会主義がどのよ
うな政治思想なのかを井上毅は理解し
ていない）と書き込んでいた。この書き
込みからは、西園寺と井上の思想対立の
みならず、西園寺の自由主義へのこだわ
りを読み取ることができる。

梧陰存稿への西園寺書き込み
年不詳 6月4日

二度の首相を担当し、心身とも疲弊していた西
園寺は、違勅問題と病気を理由に政友会総裁
の辞任を願い出た。これは、西園寺が「政友
会統率の任」を原敬に要請したことを伝える
内容の書簡である。こうして西園寺は、政党政
治の発展を原敬に託し、事実上政界を引退す
ることとなる。

原敬宛西園寺公望書簡
1914年5月16日

その原案の所在は長らく不明となっていたが、1990年代に
入ってから、『西園寺公望伝』の編纂過程でその草案の素
案と思われる本史料が発見された。日清戦後における国家
主義の高まりに危機感を覚えた西園寺は、現行の教育勅語
で示された方針が国民を排外主義的な方向に導いてしまっ
ていると考え、この是正を試みたのである。結果実現はし
なかったものの、西園寺文相期における目玉の改革構想と
して、研究者たちの注目を集めている。

第二次教育勅語草案
作成年不詳（西園寺文相期）

西園寺による、フランス帰国後の時期
の履歴書である。彼は帰国後、パリ
で出会った自由民権派の松田正久
や中江兆民が創刊した『東洋自由
新聞』の社長となった。パリコ
ミューンの実態を間近で体験
し、民衆を育成することの重要
性を理解した西園寺が、新聞
を通じて自由民権派を秩序
ある行動へと誘導しようと
したものとして理解でき
るだろう。

西園寺公自書履歴書
1889年

二度の内閣総理大臣を担当したのち、元老とし
て近代日本の政党政治を実現したことでよく
知られる。一方で、二度の文部大臣も務めてお
り、教育政策にも強い関心を抱いていた。

伊藤博文に見出されたことで、西園寺の
人生は大きく動くこととなった。伊藤と
西園寺は、秩序ある民衆の健全な発展こ
そが国家運営において欠かせないと考
えていた点で共通点があったといえる。

西園寺の弟であり、住友家15代当主。
住友銀行の創設など、各種事業を拡大し
住友財閥の発展に寄与。経済面で兄公
望の志を支え続けた。

西園寺は原に対して、「宮中のことは自分が引
き受けるから、国務は君に任せる」と言い続け
ていた。1921年に東京駅で暗殺された。

西園寺公望に見出され、文部大臣秘書官、京都帝国大
学書記官（事務局長）に任命される。国家政策として
は実現しなかった西園寺の教育思想は、中川に引き継
がれ、政界から距離を置く京都の地で実現していった。

見出す

見出す

国政をたくす

親友

批判的
弟

援助

フランス留学時代に出会う。お互いを
高く評価していた。西園寺は世渡り下
手な兆民のために、自宅の一室を提供し
て、自ら見つけてきた翻訳の仕事を紹介
して働かせた。

第2次伊藤内閣の文部大臣となり、学制
改革、特に実業教育の振興を行おうと
したが、半年あまりで病気のため辞任。
後任文相に西園寺公望が任命された。
井上の教育政策は国体主義といわれ、
西園寺の国際主義と対置されていた。写真：�伊藤博文 /原敬 /井上毅 /中江兆民/住友友純

出典：�国立国会図書館「近代日本人の肖像」 
 (https://www.ndl.go.jp/portrait/)

展覧会をのぞきみ！
立命館創立155年・学園創立125周年記念「西園寺公望の思想と立命館展」がまもなく開催されます。
展覧会に先駆けて、西園寺公望をとりまく人びとと、その関係がうかがえる資料を少しだけご紹介します。

西園寺公望の
思想と立命館展

2025年9月25日（木）－10月6日（月）
東京：丸善・丸の内本店4階ギャラリー

〈時間〉9：00～21：00
〈休館日〉なし　〈料金〉入場無料

2025年10月18日（土）
京都：国立京都国際会館

〈時間〉10：00～開場 
〈料金〉入場無料・要事前申込

お申し込み・詳細は

▲

立命館125周年特設サイト
https://www.ritsumei.

ac.jp/125th-events/
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│西園寺公望をとりまく人びとがわかる展示資料はこちら│

立命館大学
を

創
立

│ひと足
お先に│

西園寺 公望

原 敬

初の本格的政
党

内
閣

を
結

成

中川 小十郎

井上 毅

初代内閣
総

理
大

臣

伊藤 博文

住友 吉左衞門（友純）

中江 兆民

東洋の
ル

ソ
ー

西園寺文部大臣の秘書官だっ
た中川小十郎は、京都帝国大学

（現京都大学）の創立にあたり、
書記官（事務局長）に任命され
た。本史料は後年、中川小十
郎の伝記作成のために、関係
者が当時の状況・沿革をまとめ
たもので、京都大学創立期の具
体的な事情がうかがえる。

京都大学創立ノ事情
作成年不詳

この中川小十郎による演説草稿では、教育の機会均等という私学の社会的役割を説
くとともに、私立京都法政学校設立時に住友友純から金銭面での援助を受けたこ

とが述べられる。住友は、法政学
校が清輝楼から広小路へと移転す
る際、多額の寄附を行ったことで
知られている。法政学校が「立命
館大学」へと発展する過程には、
西園寺家による多方面からの支援
があったことがうかがえよう。

立命館法人組織発表式演説草稿
1913（大正2）年


